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Ⅰ 調達全般 

１ 調達の目的 

本市では、本庁舎の本館及び総合センターのＬＧＷＡＮ接続系ネットワーク（以下「行政ネッ

トワーク」という。）において、無線ＬＡＮ機器を運用しているが、耐用年数の超過に伴う経年

劣化のため、機器の更新が必要な状況である。よって、本調達に基づき、最新の機器に入れ替え

ることにより、無線ＬＡＮ通信環境の安定化を図るものである。 

 

２ 調達の名称と範囲 

本調達では、無線ＬＡＮコントローラ（以下「コントローラ」という。）、無線アクセスポイン

ト（以下「ＡＰ」という。）、認証装置、バックアップ装置、無停電電源装置（以下「ＵＰＳ」

という。）、ソフトウェア及びライセンス一式を「無線ＬＡＮ機器（本館及び総合センター）」と

して調達すものである。 

なお、本調達においては、本調達仕様書に基づき、設計構築作業、移行方式検討、運用設計、

配線、設置、電源工事、保守、研修並びにこれらに付随するドキュメント作成やテスト等、本市

が円滑にシステム運用を可能とするための一連の工程全てを調達範囲とする。 

 

３ 契約期間 

契約締結日から令和１４年９月３０日までとする。 

ただし、令和８年９月３０日までは無線ＬＡＮ環境構築のための準備作業期間とし、契約金額

の支払対象期間はシステムの本番運用開始日である令和８年１０月１日からとする。 

 

４ 工程（概要） 

 ア 納入予定物品の提出 

落札後、２営業日以内に物品の型番や数量等、本市に納入する予定となっている全ての納

入予定物を一覧化した表及び、ハードウェアのスペックが分かる仕様書を本市に提出するこ

と。 

 イ プロジェクトの開始・管理 

納入者は、契約締結後１週間以内に本市と打合せを行い、設定や運用に関する要件、全体

スケジュール、体制等を確定するとともに本納入に関するプロジェクトを開始すること。ま

た、以後、本調達仕様書記載事項を満たすまで、適切に管理された状態とすること。 

 ウ 機器の搬入・設置・配線等 

本庁舎（高槻市桃園町２番１号）の指定する場所に機器を搬入し、設置、電源接続、ネッ

トワークケーブルの配線及び接続を行うこと。機器の電源接続に際して新たな電源が必要と

なる場合は、本市が指定する分電盤からの電源回路配線の工事を行うこと。 

 エ システム構築 

本調達範囲内の機器に搭載されるＯＳ、ソフトウェア及びファームウェア等、本市の運用

上特に重要となる設定可能項目について設計及び設定作業を行うこと。またその際、動作及

び性能等について、設計どおりかつ適正な動作となることを検証すること。 
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 オ 運用設計 

本市ＤＸ戦略室職員のうち、本調達範囲内のシステムの運用を担う職員（以下「本市担当

職員」という。）が円滑にシステム運用を行うために、運用方式のコンサルティング、設計

及び運用テストを行うとともに、運用手順書を作成し、納入すること。 

 カ 本番移行 

既存システムから、本調達範囲内のシステムへの移行を行うこと。その際、可能な限り利

用者への負担をかけない方式とし、また、リスクを減らせるよう、最適な移行方式を検討す

ること。検討に際しては本市担当職員と十分に協議を行うこと。 

 キ システム構築の完了及び保守 

システム構築の完了後、本調達範囲内の全ての機器の不具合について、オンサイトによる

保守対応を行うこと。その際、定めたＳＬＡ（サービスレベルアグリーメント）を達成する

こと。 

 ク 研修 

納入されるシステムを適切に運用するために、本市担当職員を対象とした研修を実施する

こと。 

 ケ ドキュメント 

本市担当職員がシステム運用を適切に行えるよう、ドキュメントを作成し納入すること。 

 コ その他 

その他、本調達仕様書に記載された内容を遂行するために必要な作業は、本調達の範囲内

とする。 

 

５ 責任の所在 

 ア 本調達に係る全ての納入物の稼働及び保守については、個別に記載のある場合を除き、製造

者の如何に関わらず、納入者が一切の責任を負うこと。なお、全ての納入物について、ＳＬＡ

の適用範囲内とする。 

 イ 納入者は、本調達仕様書のＳＬＡや保守記載事項を満たすべく、必要に応じて納入者と製造

者との間で契約を締結する等し、納入物の稼働及び保守に係る担保をすること。 

 ウ 本市が必要と判断する場合において、本市から製造者に問合せが行えるよう、納入者は、製

造者の対応窓口・担当者を明らかにした体制図を作成し、納入者と製造者との間で交わした契

約書の写し等とともに本市に提出すること。 

 エ 納入者又は製造者の故意又は過失により、業務上の事故や致命的なシステム障害、データ消

失若しくは災害を発生させ、本市並びに当該システム利用者に損害を与えた場合、当該損害の

全てを賠償すること。 

 

６ 所有権及び著作権 

 ア 所有権  

本調達範囲内で、第三者が有する知的所有権を利用する場合は、納入者の責任において解決

すること。ただし、本市から提供するものを除く。 
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 イ 著作権 

納入者による作業において発生した権利については、原則として本市に帰属する。 

 (ア)納入者が本業務を行うに当たり、新たに作成した著作物（以下「新規著作物」という。）

の著作権法第２７条及び第２８条に定める権利を含む全ての著作権を本市に無償で譲渡す

ること。 

 (イ)納入者は、新規著作物及び本市と納入者が従来より有している著作物（以下「既存著作

物」という。）を利用する第三者に対し、一切の著作者人格権を行使しないこと。 

 (ウ)新規著作物の中に既存著作物が含まれている場合、その著作権は納入者に留保される

が、可能な限り本市が第三者に二次利用することを許諾することを含めて、無償で既存著

作物の利用を許諾すること。 

 (エ)第三者の著作物が含まれている場合、その著作権は第三者に留保されるが、納入者は、

当該著作物等の使用に必要な費用の負担及び使用許諾契約等に係る一切の手続きを行うこ

と。この場合、納入者は、当該著作物等の内容について、事前に本市の了承を得ることと

する。また、納入者は可能な限り、本市が第三者に二次利用することを許諾することを含

めて、第三者から利用許諾を取得すること。なおその際、第三者の著作権その他の権利を

不当に侵害しないこと。 

 (オ)成果物納品の際には、第三者が二次利用できる箇所とできない箇所の区別がつくように

留意し、第三者が二次利用できない箇所についてはその理由についても付すること。 

 

 

Ⅱ 機器納入及び運用に係る工程 

１ 納入予定物品の提出 

 ア 落札後、２営業日以内に物品の型番や数量等、本市に納入する予定となっているハードウェ

ア・ソフトウェア等全ての納入予定物を一覧表として記したものと、ハードウェアについては

仕様が分かるものを書面又は電子データにて本市に提出し、本市担当職員の確認を受けること。 

 イ 前述アについて、当該工程は納入予定物品が本調達仕様書を満たしていることを本市が担保

するものではないが、本市担当職員から質問があった場合は、納入者は２営業日以内に回答す

ること。また、仕様を満たさないことが明確となった場合や不要物が混入していた場合は、速

やかに納入予定物品の変更を行うこと。 

 

２ プロジェクトの開始 

 ア 納入者は、「Ⅱ 機器納入及び運用に係る工程」において示す一連の作業を行うに当たって、

責任者及びこれを補佐し実務にあたる者（以下「補佐」という。）２名を契約締結後１週間以

内に選任すること。 

 イ 責任者については、システム構築等の情報処理業務の経験年数が１０年以上かつ、端末台数

２０００台以上のシステム構築、運用保守等のマネジメント経験を有すること。 

 ウ 責任者については、補佐、各担当等、実施要員に係る体制について、本市から要請があった

場合は、速やかに要員の追加・変更等が可能となる裁量権を有するマネージャクラス（納入者
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組織のシステム構築担当部門において課長級以上）が調整を行うこと。 

 エ 前述ウについて、マネージャクラスでない者や営業部門の者を責任者としないこと。 

 オ 補佐２名は、責任者と同一の法人内の者であること。 

 カ 本市担当職員から納入者に対する依頼事項や協議は、補佐又は責任者を通じて行うものとす

る。 

 キ 責任者は、「Ⅱ 機器納入及び運用に係る工程」において示す一連の作業を行うに当たって、

各作業の実施要員を定めること。 

 ク 責任者は、契約締結後１週間以内に、プロジェクト計画書を作成するとともに、責任者及び

補佐２名、実施要員、本市担当営業等について、氏名・所属・担当業務・指揮命令系統・連絡

方法を記載した実施体制図を作成し、本市に書面にて提出すること。 

 ケ プロジェクトに従事する者は、総務省が令和８年３月２７日付けで公開している「地方公共

団体における情報セキュリティポリシーに関するガイドライン（令和８年３月版）」を理解し

熟知した状態であること。 

 コ プロジェクト開始時点で、納入者が想定している全ての作業項目及びスケジュール、当該作

業に係る作業ボリューム及びこれらに対応する人員配置を記した書面を提出すること。特に、

補佐２名については、他業務への従事必要性等から本プロジェクトに制限が加わる場合（例と

して、毎週火曜日は従事不可等）は、予め明記しておくこと。 

 サ 責任者及び補佐は、システム障害等の緊急時に本市と連絡が通じるよう、緊急時連絡先を示

すこと。なお、本市からの連絡は、行政機関の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１号）

第１条第１項の各号に掲げる日（以下「行政機関の休日」という。）を除く日（以下「平日」

という。）の８時４５分から１７時３０分の間とする。 

 

３ プロジェクト管理 

 ア 責任者は、プロジェクト管理の国際標準であるＰＭＢＯＫ（Project Management Body of 

Knowledge）等の体系に準じ、ＷＢＳ（Work Breakdown Structure）をベースとした管理手法

を用いて、納入完了までの間、効率的なプロジェクト管理を行うこと。 

 イ 責任者は、常に作業状況や進捗を把握し、計画との差異分析を行う等適切なプロジェクト管

理に努めること。 

 ウ 責任者は、本市から要請があった場合は、ＷＢＳ等のプロジェクト管理資料を提出すること。 

 エ 工程管理においては、計画から１週間以上の遅れが発生した場合（複数作業において遅れが

発生している場合、予定作業完了までに要する日数が最も大きい作業を基準とする。）や、本

調達仕様書記載事項が遵守されていないと本市から指摘があった場合は、必要な改善策を提示

し、本市の了承を得ること。 

 オ 前述エについて、納入者による改善策提示後にも係らず、調達仕様書記載事項の不知や無視

等が続く、又は連絡や意思疎通が困難である場合等、プロジェクトの進行上、要員に課題があ

ると本市が判断する場合は、本市から納入者に対して要員の交代を求める。その場合、納入者

は、代替要員を１週間以内に選任すること。 

 カ 納入者はリスク管理として、プロジェクトの遂行に影響を与えるリスクを識別し、その発生
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要因、発生確率、根本原因、影響度を分析し、リスクを顕在化させないための対応策を検討し

ておくこと。 

 キ 納入者は、リスクが顕在化し問題となった場合、速やかにその発生要因、根本原因、影響度

を分析し、問題解決のために必要な措置をとること。 

 ク 責任者、補佐２名、各担当等、本プロジェクトに携わる者は全て、本調達仕様書について熟

知した状態とすること。 

 ケ 納入者は、当該プロジェクトの進捗報告会を開催し、状況報告や懸案事項、前回の議事内容

の記録を提出すること。なお、当該進捗報告会は全体品質に影響を与える重要なものとなるた

め、下記の要領で行うこと。 

 (ア)プロジェクトの開始に係る報告会を、契約締結後１週間以内に、責任者及び補佐２名、

本市担当営業が同席のもと、本市又は納入者が開設するオンラインＷｅｂ会議にて行うこ

と。 

 (イ)機器搬入の２週間以上前から納入の完了まで毎週１回、本市又は納入者が開設するオン

ラインＷｅｂ会議にて当該プロジェクトの進捗報告会を行うこと。 

 (ウ)利用者に多大な悪影響がある、システム運用負荷や制限事項に繋がる等の重要な懸案事

項の解決目途が立っていない場合は、進捗報告会には、責任者及び懸案事項を所管する補

佐、本市担当営業が必ず参加すること。 

 (エ)軽微な懸案事項（時間の経過とともに確実に解決するもの）のみが残っている場合は、

本市での進捗報告会を省略し、メールによるドキュメント提出のみでも可とする。 

 

４ 機器の搬入・設置・配線・撤去等 

 ア 搬入 

 (ア)機器資材の搬入や工事を行う場合、１週間前までに詳細な施工方法、施工範囲、作業員

名、スケジュール及び使用車両について、本市の定める様式により作業申請を行い、本市

の承認を得ること。なお、本市が行うべき作業がある場合には、これを明示すること。 

 (イ)全ての物品の搬入完了後、納入予定物品明細との相違が無いことをチェックリストによ

り確認し、本市に提出すること。 

 (ウ)搬入を物流事業者が行う場合は、納入者が本市に立ち会い、引き取りを行うこと。 

 (エ)搬入・設置・施工作業において、本市のサーバ室、ＥＰＳ室、執務室及び会議室に立ち

入る場合は、原則として、行政機関の休日及び平日の１７時３０分以降とする。ただし、

本市の許可を得た場合についてはこの限りでない。 

 イ 設置 

 (ア)本調達仕様書記載事項以外の目的のためにハードウェアを設置する場合、設置スペース

等に支障を与えない範囲とし、納入前に目的、機能、寸法、性能等の基本的な情報を記述

した文書を本市に提出し、了承を得ること。 

 (イ)本調達の範囲内の機器のうち、ＡＰを除く機器については、本市総合センター５階サー

バ室に設置している次のいずれかの既設ラックに搭載すること。 

・ＨＰＥ製ラック   ：Ｐ９Ｋ０７Ａ 
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・富士通製ラック   ：１９Ｒ－２６４Ａ２ 

・日立製作所製ラック ：ＧＨ－ＳＲＫ７３８６ 

なお、ラック搭載に必要となる取り付け金具及びネジ等の部材は納入者が用意すること。 

 (ウ)サーバ室のフリーアクセスフロアの床耐荷重（５００ｋｇ／㎡）について、必要に応じ

て荷重を分散させる等、適切な措置を取ること。 

 (エ)本調達の範囲内のＡＰについて、別紙１「ＡＰ設置場所図」を参照し、本市が指定する

既存ＡＰと交換し、設置場所の既存ＵＴＰケーブルと接続すること。ただし、総合センタ

ー６階の既存ＡＰ１台について、取り外しのみ行うこと。また、本館７階について、新た

にＡＰ１台を追加で設置すること。なお、ＡＰの取り付けに必要となる取り付け金具及び

ネジ等の部材は納入者が用意すること。 

 (オ)前述（エ）について、取り外した既存ＡＰ及び取り付け金具は、総合センター内の本市

が指定する場所に搬入すること。 

 (カ)前述（エ）について、総合センター６階の既存ＡＰの取り外しのみ行った天井面のＵＴ

Ｐケーブル用穴及びビス穴は、パテ等で補修すること。また、総合センター６階の取り外

しのみ行った既存ＡＰとＰｏＥスイッチを接続しているＵＴＰケーブルを撤去すること。 

 (キ)機器にはホスト名が分かるラベルを用意し、装置前面等、視認性の良い場所に貼り付け

ること。なお、仮想サーバの場合も同様とし、ホスト装置上で動作する仮想サーバが一目

で判別可能なよう、装置にラベルを貼り付けること。 

 (ク)機器を梱包している箱や緩衝材等、本市にとって不要なものは、納入者の責任において

処分すること。 

 ウ 配線 

 (ア)本調達の範囲内の機器のうち、本市サーバ室に設置するものは、配線及びネットワーク

の接続確認を行うこと。その際、必要となるケーブル類は納入者が用意すること。 

 (イ)前述（ア）の配線時に工事が必要となる場合は、納入者による環境確認後、本市と協議

を行うこと。 

 (ウ)本館 7階に新たに設置するＡＰからＰｏＥスイッチにＵＴＰケーブルの配線を行い、Ｕ

ＴＰケーブルに当該機器を接続すること。ＡＰ及びＰｏＥスイッチの設置場所については、

別紙１「ＡＰ設置場所図」を参照すること。 

 (エ)ＵＴＰケーブルを配線するときは、ケーブルの両端にタグを取り付け、接続先が明確に

なるようにすること。また、ＡＰの交換に併せて、ＡＰと接続するＰｏＥスイッチ側のＵ

ＴＰケーブルタグについても差し替えを行うこと。 

 (オ)行政ネットワークで使用するＵＴＰケーブルの色については、若竹色、エメラルドグリ

ーン等、明るい緑とすること。使用するＵＴＰケーブルは、ＣＡＴ６とすること。 

 (カ)本調達範囲に係る機器のうち、ラックに格納するものは、原則、納入者が用意するレイ

ヤ２スイッチに接続すること。 

 (キ)ＵＴＰケーブルの配線について、フリーアクセスフロア床下及び天井上以外の室内配線

は、ケーブルをモール等で保護すること。モール等の部材は、納入者が用意すること。 

 (ク)ラック格納機器の接続に用いるＵＴＰケーブルは、過不足無く適切な長さとすること。
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長さが超過しており、メンテナンスや今後の拡張等に支障をきたすと本市が判断する場合

は、ケーブルを適切な長さに修正すること。 

 エ 電源・空調 

 (ア)電源ケーブルを配線するときは、ケーブルの両端にタグを取り付け、接続先が明確にな

るようにすること。 

 (イ)装置から発せられる温度は、機器の適切な配置等により、適温を保つこと。 

 (ウ)追加的に放熱対策が必要な場合は、納入者の負担にて行うこと。 

 (エ)電源ユニットを冗長化している装置については、装置に供給する電源を、ＵＰＳ経由と

商用電源直結の２系統に分けること。その際、ケーブルにタグを取り付け、電源系統の判

別が付くようにしておくこと。 

 (オ)電源ケーブルについては、計画停電時等、自動復電を避ける必要がある場合に、本市担

当職員が手動で抜線する必要があることから、取り外し可能なケーブルタイ等で固定する

こと。 

 (カ)使用可能な電源が確保できない場合は、本市サーバ室内の分電盤に電源回路の増設を行

い、分電盤から機器設置場所まで電源を敷設すること。 

 オ 撤去 

 (ア)契約期間終了後、本調達範囲内の全ての装置・機器について、特に本市からの指定が無

い限り、本市に無償譲渡すること。ただし、指定があったものは納入者の負担にて撤去す

ること。 

 (イ)機器の撤去に際しては、本市担当職員立ち合いのもと機器内のデータを完全消去する等、

適切な処理をした上で、実施結果を書面にて本市に報告すること。 

 カ その他 

 (ア)ハードウェアに同梱されるマニュアルや添付品は、整理された状態とし、本市が不要と

判断する物は撤去すること。 

 (イ)施工において、納入者の責に帰する事由による造営物及び道路の損傷、土地踏み荒らし

等、本市及び第三者に与えた損害に対する費用等は、全て納入者の負担とする。 

 

５ システム構築・スケジュール 

 ア 納入者は、契約締結後１週間以内に本市と打合せを行い、設定に関する要件、スケジュール、

内容等を確定させること。 

 イ 納入者は、決定したスケジュールに従い、システム構築作業（ドキュメント等の納入を含む）

を遂行すること。なお、本市と納入者の協議により、スケジュールを変更することも可とする

が、変更理由が納入者の責に帰すと本市が判断する場合は、再発防止策を書面で提出し、了承

を得られた場合にのみ変更を可能とする。 

 ウ 納入者は、本調達範囲内に係るシステム構築作業において、自らの責任において行うことと

し、他システムに支障を来さないようにすること。 

 エ 他システムに支障が発生した場合、納入者の負担により復旧処理を行うこと。 

 オ 本調達仕様書で要求する全ての機能を本番運用開始日から利用可能であること。なお、一部
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機能が利用できない場合は、代替機能を納入者の負担により提供すること。 

 カ その他、システム構築作業を進める上で決定すべき事項については、全て本市と協議するこ

と。その際、利用者に悪影響がある、本市の負担又は制限事項に繋がる等、特に重要な事項に

ついては、判明し次第、文書にて本市への説明を行うとともに、その際の議事録を作成し提出

すること。これら一連の工程を経ないまま、システム本番運用開始後に、重要な問題が発生し

た場合は、本市は当該問題に係る部分の是正や解決を求めるが、納入者は本市の一切の負担無

しに全て応じなければならない。 

 

６ 運用設計 

 ア 納入者は、本市担当職員が円滑に納入物の運用を行えるよう、本システムの運用に係る全て

の設計を行うこと。その際、既存運用マニュアルを参考にすること。 

 イ 前述アに際し、納入者は、ヒアリング等を通じて本市のシステム運用の概要を把握するとと

もに、本システムを運用する際に生じる課題や問題点等について、改善策を提案すること。 

 ウ 運用設計後、当該設計内容が実現可能であることを手順、処理にかかる所要時間、負荷状況、

エラーパターンや例外パターンの洗い出し、複雑さの確認等、多角的かつ総合的な観点から、

納入者主体のテストにより検証すること。また、テスト結果を必ず本市に報告すること。 

 エ 運用テストは、本市の実際の環境を用いて行うこと。 

 オ 運用テスト完了の時点で、報告会を実施すること。その際、責任者が参加すること。 

 カ 運用テストの結果について、本市が不合格とみなす場合は、設計から実施し直すこと。 

 キ 運用テストの結果、本市のシステム運用に制限を加える必要が発生する場合は、システム本

番運用開始前に本市に対して説明を行うとともに、議事録を作成し提出すること。当該行為を

行わず、システム本番運用開始後に制限事項が発覚した場合は、納入者が全責任及び全費用負

担をもって改修等の対応を行うこと。 

 

７ 本番移行 

 ア 納入者は、既存システムから本調達のシステムへの環境移行を行うこと。その際、可能な限

り利用者への負担をかけない方式とすること。 

 イ 前述（ア）について、本番稼働開始に際してのリスクを最大限減らせるよう、最適な移行方

式を検討すること。その際、原則、既存システムと新システムは並行稼働させる方式とするこ

と。 

 ウ 前述（ア）について、移行方式の検討に際しては本市担当職員と十分に協議を行うこと。 

 

８ 構築作業の完了 

 ア 「無線ＬＡＮ環境構築のための準備作業期間」内に、責任者及び本市担当営業を中心とした

完了報告の場を設け、保守を除く全ての仕様書記載事項の完了と、本市による運用のために必

要となるドキュメント納入が全て完了したことを、チェックリストで示すこと。 

 イ 前述アについて、納入者によるテストが十分でない、ドキュメント納入が完了していない等

の理由により、本市が構築作業の完了を承認しない場合は、進捗報告会を継続することとする。 
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 ウ 構築を遂行するために納入者がハードウェア、外部記憶媒体、専用デバイス、ソフトウェア、

ライセンス等を用意し、構築後においても、本市が円滑に運用を行うために必要となるものは、

納入に含めること。また、ライセンスに関しては本市が問題なく使用権を行使できるよう、予

め適切な状態とすること。 

 

９ 研修 

 ア 本市担当職員研修 

本番運用開始日までに、本市担当職員を対象に、本市がシステムを運用するうえで必要と

なる各種操作方法等の研修を行うこと。なお、研修のメニューや日時等は事前に本市と協議

のうえ決定すること。 

 イ 状態監視者（ヘルプデスク）研修 

機器の状態監視者（ヘルプデスク）を対象に、本システムの正常稼動状態（ランプ状態や

バックアップの正常終了等）を確認するための手順を示し、研修を実施すること。 

 

１０ ドキュメント 

 ア 納入者は、「Ⅳ 納入ドキュメント一覧」に記載するドキュメントを納品物として、「無線Ｌ

ＡＮ環境構築のための準備作業期間」内に、本市の確認及び修正が完了した状態で、紙媒体１

部及び電子媒体２部を本市に提出すること。 

 イ 前述アについて、紙媒体はチューブファイルに綴じ、ラベルやインデックスを貼付する等、

視認性に配慮した状態とすること。 

 ウ 前述アについて、電子媒体内のデータは、「Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｏｆｆｉｃｅ ＬＴＳＣ 

Ｓｔａｎｄａｒｄ ２０２４」で編集が可能な形式で納品すること。 

 エ 納入後、ドキュメント等について本市から修正依頼があった場合は、５営業日以内にデータ

を修正し本市に提出すること。なお、修正箇所が多量である等の理由により、本市から紙媒体

の差し替えを求められた場合は、納入者にて納入済み紙媒体を交換すること。 

 

１１ 保守 

 ア 全般 

 (ア)納入者は、契約期間を通じて機器の障害対応作業及び保守作業をオンサイトにより行う

こと。その際、平日８時４５分から１７時３０分の業務時間内は、保守受付を行うこと。 

 (イ)納入者は、保守体制として、保守作業統括責任者、保守リーダ、本市担当営業をそれぞ

れ１名と作業員（以下「保守作業員」という。）の体制を整備すること。なお、保守作業統

括責任者は、本調達仕様書のⅡで定める責任者とする。また、保守リーダと保守作業員に

ついては作業に支障が無い範囲で兼務可能とする。 

 (ウ)納入者は、保守作業統括責任者を変更しようとする場合、１週前までに本市に届け出る

こと。 なお、納入者は保守を行う上で必要なセキュリティ研修等の教育を、保守作業員に

施すこと。 

 (エ)納入者は、保守を行うため必要となる各種構成情報を常に最新状態に維持しつつ、構成
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情報の履歴（変更箇所、変更日時等）管理を行うこと。 

 (オ)保守作業時、保守員は身分証明書を携帯し、本市からの要求がある場合は直ちに提示す

ること。また、名札等、所属と名前を表すものを分かりやすい位置に付けること。 

 (カ)保守を行うに当たり、必要となる機材等は、納入者側の負担にて準備すること。ただし、

本市の許可がある場合は本市の機材の貸与を受けることを可能とする。 

 (キ)過去の対応履歴、Ｑ＆Ａ・トラブルのデータベース、契約情報、稼働情報、保守作業員

の到着時間や部品到着情報等の記録を残すこと。 

 (ク)保守に係る作業（問合せ、障害対応、契約範囲内で製造元より提供されるバージョンア

ップ、保守報告会、設定変更等）に要する費用は、全て納入者負担とする。 

 (ケ)ＵＰＳのバッテリー交換は、全て納入者負担とする。 

 イ 障害対応作業 

 (ア)納入者は、障害発生時に備え、本調達仕様書のＳＬＡを遵守するために必要な措置を講

じること。 

 (イ)障害対応を行う場合は、ＳＬＡで定める障害復旧時間内に代替機能による速やかなサー

ビス復旧を優先することとし、根本原因についての調査・分析はサービスの継続を担保し

た後に行う等、適切な措置をとること。 

 (ウ)納入者は重大なシステム障害に備え、保守作業員の体制とは別に緊急対応が可能となる

体制（一次対応者やそのサポート者、土日、祝日や夜間における緊急連絡先等）を整える

こと。また、本市から障害発生の連絡を受けた後、速やかに復旧作業に着手すること。な

お、作業に当たっては原則、本市のシステム運用を熟知した者が行うこと。 

 (エ)障害対応について、保守作業員がログの採取等、本市に作業を依頼する場合は、事前に

ログの取得手順を明確化し、運用マニュアルとして納入済みであること。運用マニュアル

が納入されていない場合は、納入者にて全てログの取得を行うこと。 

 (オ)原因究明もしくは本対策に時間を要する場合や、解決の目途が立たない場合、利用者の

負担につながるため解決を急ぐ場合等において、本市担当職員から解決のための具体的な

設定変更の提案がある場合は、当該内容に従い、まず先に設定変更を行うこと。 

 ウ バージョンアップ作業 

 (ア)機器の組み込みソフトウェアやＬｉｎｕｘ系ＯＳ等、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ Ｕ

ｐｄａｔｅ Ｓｅｒｖｉｃｅｓ（以下、「ＷＳＵＳ」という。）を利用できないものについて、

機能及び性能の維持・向上、セキュリティの確保等に必要とされるバージョンアッププロ

グラム、修正プログラム、セキュリティパッチ、サービスパック、改訂版ファームウェア

等の適用作業を１年間に２回程度（休日を予定）実施し、契約期間を通じて最新の状態を

保つこと。なお、実施日時等の詳細については、本市と協議のうえ、決定すること。 

 (イ)前述(ア)の作業を行うために必要となるライセンスや保守型番を適切に調達範囲に含

めること。 

 (ウ)セキュリティ上のリスク等から、至急の対応を要すると本市が判断するものについては、

定期作業時期以外にも対応を行うこと。 

 (エ)作業に当たっては、事前に内容の確認を行い、本市に対して改善内容、不具合情報、仕
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様変更、影響範囲、リスク等の説明を行うこと。その結果、本市が不要と判断する場合は、

作業を行わないものとする。 

 (オ)利用者への影響を考慮し、停止時間を最大限短縮する方策を採用すること。 

 エ 保守報告会 

 (ア)保守作業統括責任者、保守リーダ及び本市担当営業は、契約期間中を対象に、１か月に

１回、保守報告会を本市又は納入者が開設するオンラインＷｅｂ会議にて行うこと。 

 (イ)保守作業統括責任者及び保守リーダは、１か月の間に発生したシステム障害対応や保守

作業を全て把握し、報告書を提出すること。 

 (ウ)保守作業統括責任者及び保守リーダは、未解決問題や懸案事項の状況と今後の対応につ

いて報告を行うこと。 

 (エ)保守報告会に際しては、本市が事前に必要とした場合は、システムのエラーログの分析

結果、データ使用量、ディスクの使用状況、負荷状況等、本市の指定する項目を分析し、

レポートを本市に提出すること。 

 (オ)納入物を適切に使用するために、アップデート等により不具合が解消される可能性のあ

るファームウェアやソフトウェアは常にバージョンを把握し、アップデート情報が公開さ

れた場合は、保守報告会にて本市への報告を行うこと。特に、データの格納領域であるス

トレージ装置や記憶領域に係るファームウェアについては、必ずバージョンを把握し、更

新情報や不具合情報の取得と本市への報告を行うこと。なお、原文が英語である場合は、

原文と翻訳結果の双方を提出すること。 

 (カ)前述（オ）について、納入者による報告が２か月以上無いまま、ファームウェアの不具

合等に起因し、大規模なデータ消失が発生した場合は、当該損害の全てを賠償すること。 

 (キ)報告会終了後５営業日以内に、報告会の資料及び会議録を本市に提出すること。 

 (ク)直近１か月以内にシステム障害が無く、未解決問題・懸案事項が全て解決済みの場合か

つ、事前に本市及び納入者の合意があった場合は、保守報告会を開催しないことを可とす

る。ただし、本市が重要と認める新たな課題や懸案事項が発生し、かつ、本市から要請が

あった場合は、速やかに体制を確立し、保守報告会を再開すること。 

 オ 設定変更作業 

 (ア)契約期間中、正常な運用を維持するために軽微な設定変更が必要になる場合、本市と協

議のうえ、作業時間や範囲を定め、適切に設定変更を行うこと。 

 (イ)機器の各種構成情報や設定に変更があった場合、変更した構成情報の詳細が分かる資料

を作成し、変更があった日から１週間以内に書面及び電子データを本市に提出すること。 

 (ウ)納入者は、前述(イ)の資料について、契約期間中は適切に管理すること。 

 (エ)納入者は、構成情報や設定の変更を行う際は、必ず事前に本市の承認を得ることとし、

本市の許可無く構成情報の変更を行わないこと。 

 カ 問合せ対応 

 (ア)納入者は本市から問合せがあった場合、原則として２営業日以内に一次回答を行うこと。

また、５営業日以内に、正式回答を行うこと。 

 (イ)納入者は本市から問合せがあった場合、速やかに適切な回答が行えるよう、納入者自ら
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が検証や調査を行う等、最善を尽くすこと。 

 (ウ)本市が技術的な問合せを直接的に行えるよう、ソフトウェアの製造元についても、問合

せ窓口を明示すること。 

 キ 運用代行作業 

 (ア)本市担当職員は運用マニュアルに沿ってシステム運用を行うため、運用マニュアルに記

載が無いものについては、保守作業として納入者が運用を代行すること。 

 (イ)前述（ア）の運用代行作業について、緊急性が高いと本市が判断する場合かつ、運用マ

ニュアルへの記載漏れ等が原因と本市が判断する場合は、連絡のあった当日中に代行作業

を行うこと。 

 (ウ)前述（ア）の運用代行作業について、本市担当職員から要請があった場合のみ、納入者

が電話やメール等により、運用方法を示すことを可とする。 

 ク その他 

 (ア)保守により機器の交換を行った場合は、本市庁舎内において、機器本体内蔵の記憶領域

の記録データが解読できないように、本市担当職員立ち合いのもと、データ消去を行った

のち撤去すること。 

 (イ)保守作業の実施時間は、原則、本市が定めた勤務時間内とするが、サービス停止・設定

変更を伴う作業を実施する際や緊急時等、本市が必要と判断する場合は、平日の勤務時間

外や休日に行うこと。 

 (ウ)保守作業終了後、速やかに作業完了報告書を提出すること。また、必要があれば納入ド

キュメント等を更新し、本市へ提示すること。 

 (エ)契約期間中の保守対応全般において、本市が重要と位置付ける改善要請（システムの著

しい応答遅延により利用者に多大な悪影響が生じている場合、サービスの無応答・不安定

等による稼働率の低下、構成ミス・設計ミスによるシステム領域の容量不足等納入者の責

に帰するもの、その他納入者の本調達仕様書の認識誤り等）に対しては、速やかに対応を

行うこと。本市からの要請にも係らず、２か月以上改善がされない場合は、保守体制の人

員を速やかに変更すること。 

 (オ)災害発生等により、システム復旧が必要となった場合は、復旧処理に協力すること。 

 

１２ ＳＬＡ 

 ア ＳＬＡ（サービスレベルアグリーメント）の遵守 

納入者は、本調達における機器について、高い信頼性・可用性を維持するため、本市が定

める以下のサービスレベル保証項目、サービスレベル設定内容について、ＳＬＡを遵守する

ための方策を講じること。ＳＬＡの対象は、本調達仕様書で調達するものを対象とする。 

 イ サービスレベル保証項目 

サービスレベル保証項目として、以下のとおりサービスレベルの対象を定め、その達成の

ための機能を提供すること。 

 (ア)サービスレベル１ 

① 装置により提供されるサービスに異常があると、即座に利用者に影響が出るもの 
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② 装置により提供されるサービスのうち、本市が別に重要と定めるもの。 

③ ネットワーク機器。 

 (イ)サービスレベル０ 

サービスレベル１以外の機器。 

 ウ サービスレベル設定内容 

サービスレベル設定内容については、以下のとおりとする。 

 (ア)サービスレベル１ 

・稼働保証時間：平日の８時４５分～１７時３０分 

・稼働率（年）：９９．８％ 

・障害復旧時間：納入者が障害発生の連絡を受けた時刻より２４時間以内 

 (イ)サービスレベル０ 

・稼働保証時間：平日の８時４５分～１７時３０分 

・稼働率（年）：９９．５％ 

・障害復旧時間：納入者が障害発生の連絡を受けた時刻より４８時間以内 

 エ 稼働率の計算方法 

 (ア)稼働率を計算するに当たって、サービス停止時刻は、停止したサービス（ネットワーク

によるサービスの停止や、機器本来の性能又はサービス提供ができておらず遅延等が発生

している状態を含む）に関係する機器に残るログの障害発生時刻、運用管理ソフトウェア

の障害検出時刻のうち、最も早い時刻とする。 

 (イ)稼働率は、次の計算方法で求めること。 

稼働率（％）＝（稼働保証時間－停止時間）÷ 稼働保証時間 × １００ 

 (ウ)停止時間とは、サービスレベル保証項目の対象となっているシステムの稼働保証時間内

において、サービスが停止している時間をいう。ただし、以下の場合においては対象外と

する。 

① 冗長化構成されている部分のうち、片系が停止した場合であっても、応答速度の半減

等がなくサービスの利用が可能である場合 

② 計画停電又は定期保守によりサービスが停止した場合 

③ 本市側に責任があることが確認できた場合 

 (エ)障害復旧時刻は、本市が障害復旧を確認した時刻とする。ただし、本市が障害復旧を確

認できない場合、停止したサービスに関係する機器に残るログの復旧確認時刻及び運用管

理ソフトウェアで確認可能な復旧時刻のうち、最も早い時刻とする。 

 オ ＳＬＡ報告書 

 (ア)納入者は、本調達仕様書で定めるＳＬＡの遵守状況の確認のため、本市から要請があっ

た場合は、ＳＬＡ報告レポートを作成し、提出すること。 

 (イ)納入者は、ＳＬＡ報告レポートにおいて、ＳＬＡ未達成の場合、その原因を分析し、今

後の対応について提示すること。 
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１３ 情報セキュリティ 

本契約に従事する者は、以下に記載する事項について遵守すること。 

 ア 納入者は、貸与された紙媒体、電子媒体の取扱いには十分注意を払い、電子計算機等の機器

を持ち込んで作業を行う場合には、事前に本市の許可を得ること。 

 イ 納入者は、本市から貸与された紙媒体、電子媒体について、本市の許可なく複製してはなら

ない。 

 ウ 納入者は、本業務を終了又は契約解除する場合には、本市から貸与された紙媒体、電子媒体

を速やかに本市に返却すること。その際、本市の確認を必ず受けること。 

 エ 納入者は、契約期間中及び契約終了後においても、本作業に関して知り得た本市の業務上の

内容について、他に漏らし又は他の目的に使用してはならない。 

 オ 納入者は、契約期間中において、本調達範囲内の機器について、ウイルス感染等を含む情報

セキュリティが侵害され又はそのおそれがあると本市が判断する場合は、本市からの連絡を受

け次第、速やかに体制を確立し、全ての設定値について見直しを行うとともに、原因究明及び

その対処方法等について本市と協議し実施すること。 

 

Ⅲ 機器及び設定の仕様 

１ 共通事項（基本） 

 ア 本調達仕様書内に、数量の指定が無いものや必要機能のみの記載があるものについては、仕

様を満たすために、事業者判断により適切なハードウェア・ソフトウェア等の組み合わせによ

り構成すること。また、物理サーバ、仮想サーバの指定が無いものについてはいずれでも可と

する。 

 イ 本調達範囲内のＡＰを除く機器は、ＥＩＡ／ＪＩＳ規格の１９インチラックにマウントが可

能であること。 

 ウ 全てのハードウェアは新品であること。中古品や使用実績のあるものは使用しないこと。 

 エ 納入する機器について、構成するハードウェアのうち、ＪＩＳ等の国内規格、ＩＳＯ等の国

際規格に定めのある製品については、当該規格に準拠していること。 

 オ 納入するハードウェアは、機器ごとに機種、バージョンを統一すること。 

 カ 契約期間中の運用及び保守について、正常運用を維持するために必要となるバックアップ媒

体等の消耗品は、耐用年数や使用可能回数を考慮した上で、必要本数を納入者が用意すること。 

 キ 前述キの各種消耗品について、本番運用開始日から利用可能とするため、初回分を適切に設

定すること。 

 ク 本調達仕様を満たすために、追加のハードウェア、ソフトウェア、ライセンス等が必要な場

合は、構成に含めること。 

 ケ クラスタ構成やノード間データ複製等の耐障害性技術を持たないサーバ装置には必ずリザ

ーブディスクを搭載すること。また、ディスク障害時に自動的にリザーブディスクに対して復

旧処理が実施されること。 

 コ ＳＳＤ等によるデータ書き込みの高速化技術を持たないサーバ装置には、キャッシュ機能を

有したＲＡＩＤコントローラを搭載すること。 
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 サ 装置及び機能を使う上で必要となるコンソールや通信ケーブルを全て含めること。 

 シ 利用者の操作に係る画面は、日本語化されていること。画面が日本語化に対応していない場

合は、日本語表記によるマニュアルを納入者が作成し、本市にデータで提出すること。 

 ス 本調達仕様書にて、サーバのメモリ容量等、個別に要求スペックを記載している箇所につい

ては、当該項目は最低限必要と考えられる値を記載しているものであるため、仕様書全体の必

要事項を満たすためにスペックを上げる必要がある場合は、納入者にて適切にサイジングし、

構成に組み入れること。また、要求スペックの記載が無い場合についても同様に、必要事項を

満たすべく納入者にて全て適切にサイジングを行うこと。 

 セ 物理サーバ及び仮想サーバについては個別に指定が無い限り、いずれの方式でも可とする。

ただし、本調達仕様書内において、スペックを明示しているものについては、リソース割り当

て値を、それぞれのサーバごとに専有した値とすること。また、落札後２営業日以内に納入者

が行う物品の説明において、リソース割り当て値の内訳及び根拠を明示すること。 

 ソ 利用者からのアクセスに係るログについて、１年分はグラフィカル・ユーザ・インタフェー

ス（以下、「ＧＵＩ」とする。）等により容易に検索可能であること。２年目以降分については、

外部にエクスポートすることを可するが、その場合でも容易に検索が可能であること。 

 タ 本調達仕様書に性能指標の記載がある場合は、契約期間中を通して、性能の維持が行えるこ

と。その際、ＢＩＯＳやファームウェアの不具合対策、ＷｉｎｄｏｗｓＵｐｄａｔｅの適用等

による性能劣化を考慮し、余裕を持った構成としておくこと。 

 チ サーバＯＳのディスク容量については、アップデートモジュールの適用や、日々の運用によ

るファイル追加、ログの増大等を考慮し、根拠のあるサイジングを行うこと。 

 ツ 契約期間中、納入者のサイジングミスにより致命的な性能不足や遅延、又は本市の運用に負

荷を与えるようなディスク容量不足状態に陥った場合は、機器の増設・交換等、総合的な対策

により対応すること。なお、当該対応に係る一切の費用について、全て納入者の負担とする。 

 テ 本調達仕様書記載事項について、運用等の代替手段により、実現可能であるとしないこと。 

 ト ソフトウェア及びライセンスについて、本市の利用状況に応じて後日納入する等しないこと。 

 ナ サーバを行政ネットワークに接続する際は、システム上の制約事項等が無い限り、本市が指

定するドメインに参加した状態とすること。 

 ニ 年間数回程度の停止日を除き、２４時間３６５日の稼働が求められるため、長時間の連続使

用に耐え、安定的にサービス提供可能な構成であること。 

 ヌ ラックに格納した機器は、原則、コンソール装置から利用可能となるよう構成に含めること。

ただし、リモート接続を前提としている製品である等の理由により、コンソール装置を使用せ

ずとも本市がコンソール装置と同等の運用が行えることが確実な場合は、構成に含めないこと

を可とする。本調達仕様書にコンソールの記載がある場合は構成に含めること。 

 ネ 各種ファームウェア等のアップデートは、ＧＵＩベースの管理ツールで平易に行えること。

製品の仕様上、ＧＵＩでない又は手順が複雑であると本市が判断する場合は、必要に応じて、

納入者が作業を代行すること。 

 ノ 冗長化構成を取る場合は、片系が停止した場合であっても、サービスの利用が可能であり、

性能が半減しないこと。ただし、仕様書に明記されている場合を除く。 
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 ハ 本市の利用規模として、行政ネットワークは、端末数２４００台、ユーザ数は３１００名と

なる。納入する機器の処理性能について、当該利用環境を踏まえ、賃貸借契約期間中、問題な

く使用可能なものであること。 

 ヒ 本調達範囲内の機器について、物理サーバによる構成の場合は、ネットワークインターフェ

ースは、１０００ＢＡＳＥ－Ｔに対応した物理ポートを有すること。また、電源ユニットを冗

長化していること。 

 フ 納入者が作業を実施するにあたり、既存機器の保守業者と調整が発生する場合は、事前に本

市と協議を行うこと。 

 

２ 共通事項（ＵＰＳ） 

 ア 停電時に備え、機器を安全に自動停止することが可能となるよう、必要となるハードウェア、

ソフトウェア、ライセンス等を構成に含めること。なお、自動停止機能を備えていないネット

ワーク機器等については、本市と協議のうえ、運用方法を決定すること。 

 イ バッテリーの劣化等により、本市が要交換と判断する場合は、本市の費用負担無しに速やか

に新品バッテリーへの交換及び古いバッテリーの廃棄等の対応を行うこと。このため、ＵＰＳ

及びバッテリーについては、契約期間とバッテリーの耐用年数を考慮し、適切な機器を選定す

ること。 

 ウ ＵＰＳは、常時インバータ運転方式であること。 

 エ 電源容量や機器の消費電力、シャットダウンまでの時間等を考慮し、本調達範囲内の全ての

機器に電源供給可能なものとすること。その際の電源容量は、過不足無く最適なＵＰＳ構成に

すること。 

 オ ＵＰＳは、給電状態でバッテリモジュールの交換が可能であること。 

 カ ＵＰＳは、イベント発生時にメール又はＳＮＭＰトラップ送信が可能であること。また、前

面のＬＣＤパネルから、動作状況やステータス、測定値等の状態確認が行えること。 

 キ 停電時、一定時間を経過しても電源が復旧しない場合は、ＵＰＳと連動し、ホスト装置（ホ

スト装置上の仮想サーバを含む）等の各機器が任意の順序で自動的にシャットダウン可能であ

ること。また、任意の順序で起動処理が可能である等、次回起動時に正常にサービス提供が行

えること。 

 ク 前述キについて、自動シャットダウンに必要となるＵＰＳ管理／連動ソフトウェアを含める

こと。 

 

３ 共通事項（設定） 

 ア システムの動作確認を行う際は、必ず性能確認を併せて行うこととし、チューニング等によ

り性能の最適化を図ること。 

 イ 設定及び稼動確認を行うに当たっては、適宜バックアップを取得する等、効率的に作業を実

施すること。その際のバックアップにメディア等が必要な場合は納入者が用意すること。 

 ウ 機器の設置及び初期構築のための移設費用については、全て納入者の負担により対応するこ

と。 
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 エ 設定に関する疑問を本市に確認する際は、原則、メール等の履歴が残る手段により、行うこ

と。 

 オ 設定に関し本市のシステム運用に影響が生じるものは、全て本市と協議の上、設定値を定め

ること。また、その際の議事録を残すこと。 

 カ 設定作業時に作成した一時フォルダ、作業用フォルダ等、本市にとって不要なフォルダやフ

ァイルはシステム本番稼動時までに削除すること。ただし、本市が必要性を認めた場合は残す

ことを可とする。 

 キ ディスクパーティションは必要最小数とすることとし、納入者の作業用パーティション等、

本市がシステムを運用する上で不要となるパーティションは作成しないこと。なお、事前に本

市が必要性を認めた場合は残すことも可とするが、その場合は設計書に反映させること。 

 ク ユーザＩＤ、パスワードは、全て本市と協議の上、設定すること。 

 ケ アプリケーションの動作にユーザアカウントが必要となる場合は、可能な限りＡｃｔｉｖｅ 

Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙのユーザを使用すること。 

 コ 本市が円滑に運用可能となるよう、必要となるアカウントは全て管理された状態とすること。 

 サ 前述コについて、アカウントのパスワード変更運用を行うことを前提に、動作確認を行うこ

と。 

 シ 既存環境に対して変更や機能追加を行う場合は、本調達の納入者が既存環境の調査及び処理

を行うこと。また、既存環境の納入者と調整を行う場合は、適切に協力体制を構築し、業務を

完了させること。 

 ス 本市の行政ネットワークは、インターネット接続環境と分離している。このため、インター

ネット側に通信を行う必要がある場合は、当該通信内容を明確にし、本市の了承を得た上で、

通信制御を行っているファイアウォール等の設定変更を行うこと。 

 セ 各機器・ＯＳにＳＮＭＰエージェント設定を行い、本市のネットワーク機器監視サーバがＳ

ＮＭＰトラップを受信可能とすること。 

 ソ ＯＳがＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｗｉｎｄｏｗｓ以外のサーバ又はネットワーク機器、アプライ

アンスについては、ＮＴＰクライアント設定を適切に行い、ＮＴＰサーバとの間で時刻を同期

すること。 

 タ 稼働時にドメインに参加することになる機器の設定やテストを行うにあたっては、本市のネ

ットワークに接続し、ドメインに参加した状態で行うこと。また、当該機器をスタンドアロン

状態で行ったテストはテスト結果として認めないことに留意すること。 

 チ 仮想サーバを含む本調達範囲内の全てのサーバ、機器について、システム障害や部分的な故

障、各種アラート等の発生時に、本市の指定するアドレスにメール送信等で通知が行える仕組

みを構築すること。 

 ツ 下記に示す性能管理のための設定を行うこと。 

 (ア)システムの基本的性能情報として、ＣＰＵ使用率、メモリ使用量、ディスク使用量／使

用率、ディスクＩ／Ｏについて、１か月間を目安に取得し、保守報告の際に本市に提出可

能なよう設定すること。 

 (イ)前述（ア）で取得した情報について、本市が必要と判断した場合、しきい値の監視機能
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及び自動通知機能を有効とすること。 

 テ サーバの構成情報として、本調達範囲内の全サーバを対象にハードウェア構成情報（搭載Ｃ

ＰＵ、メモリ容量、ＨＤＤ容量等）、ソフトウェア構成情報（ＯＳ、アプリケーションのバー

ジョン、パッチの適用状況等）等について収集可能であること。 

 ト ＵＰＳグループ単位に、本調達範囲内の機器により提供される各種サービスの停止、機器の

電源ＯＦＦ・電源ＯＮ・再起動が、一元的かつ安全に実行可能となるスクリプト又はバッチを

用意すること。 

 ナ 惨事からの復旧に備え、正常稼動状態に戻すための一括バックアップ／リストア手順を明確

にし、リストア用手段及び手順書等を揃えること。 

 ニ ストレージ領域の状態及びＲＡＩＤ構成情報が確認可能であること。 

 ヌ Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒは週に１回、自動再起動させること。 

 ネ バックアップジョブやＷＳＵＳからのパッチ適用、サーバの定期再起動及び定期実行ジョブ

等、スケジューリング設定により動作するものは、全体が管理され、競合又は重複状態でない

こと。 

 ノ 定期実行ジョブについては、本市による実行時刻変更が可能となるよう、手順を示すこと。 

 ハ 停電発生時に本調達範囲内のサーバ装置が安全に自動シャットダウンされるよう、ＵＰＳ等

の設定を行うこと。 

 ヒ 端末に対してアプリケーションやショートカットの配布等、本調達範囲内の機器を適切に扱

うための設定変更を行う必要がある場合は、本市の既存Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙを

操作し、適切なグループポリシーを作成すること。 

 

４ 共通事項（ウイルス対策） 

 ア マイクロソフト社のＭｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｄｅｆｅｎｄｅｒ（以下「Ｄｅｆｅｎｄｅｒ」と

いう。）を使用すること。 

 イ 前述アについて、本市が運用してＷＳＵＳサーバからウイルス定義が自動的にダウンロード

され、最新の定義ファイルに更新されるよう、適切に設定を行うこと。 

 ウ 前述アについて、Ｄｅｆｅｎｄｅｒが正常に動作しない場合は、Ｄｅｆｅｎｄｅｒ相当の機

能を有するウイルス対策ソフトウェアを本調達に含めること。ただし、インターネットに接続

されないオフライン環境において、ウイルス定義の更新が可能な製品とすること。 

 

５ ＡＰの仕様 

 ア １２２台であること。 

 イ １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔのネットワークインタ

ーフェースを有していること。また、Ａｕｔｏ ＭＤＩ／ＭＤＩ－Ｘに対応していること。 

 ウ ＩＥＥＥ８０２．３ａｔの給電に対応していること。 

 エ ＩＥＥＥ８０２．１１ｂｅ（Ｗｉ－Ｆｉ７）及びＩＥＥＥ８０２．１１ａｘ（Ｗｉ－Ｆｉ６

／６Ｅ）の無線通信の規格に対応していること。 

 オ ＡＰ1台について、同時接続端末台数が１００台以上であること。 
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 カ ２．４ＧＨｚ／５ＧＨｚ／６ＧＨｚの周波数帯について、各周波数帯に７つ以上のＳＳＩＤ

が設定可能であること。 

 キ ２．４ＧＨｚ／５ＧＨｚ／６ＧＨｚの周波数帯を同時に利用可能であること。 

 ク 出力電波強度を５段階以上で設定可能であること。 

 ケ チャネルの自動設定が可能であること。また、電波干渉等による通信レベルの低下時に、動

的にチャネルの切り替えが可能であること。 

 コ ＷＰＡ２－Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓｅ／Ｐｅｒｓｏｎａｌ及びＷＰＡ３－Ｅｎｔｅｒｐｒｉｓ

ｅ／Ｐｅｒｓｏｎａｌのセキュリティ規格に対応していること。 

 サ ＡＥＳ（ＣＣＭＰ／ＧＣＭＰ）の暗号化方式に対応していること。 

 シ ＭＡＣアドレスによる接続端末のフィルタリングが可能であること。また、各ＳＳＩＤにつ

いて、４，０００個以上のＭＡＣアドレスの登録が可能であること。 

 ス ＵＳＢ接続コネクタを有し、ＵＳＢメモリ等に保存された設定ファイルの適用が可能である

こと。 

 セ コントローラが停止した状態でも無線ＬＡＮの通信が可能であること。 

 ソ ＩＥＥＥ８０２．１ＱのタグＶＬＡＮに対応していること。 

 タ －１０℃〜５５℃の動作温度に対応していること。 

 チ 外形寸法が縦２７０ｍｍ×横２７０ｍｍ×高さ３９ｍｍ（ゴム足等含まない）以内であるこ

と。 

 ツ 本調達範囲内の認証装置を外部認証サーバとして利用するために必要となる設定を行うこ

と。 

 テ 本市が指定するＳＳＩＤを設定すること。また、各ＳＳＩＤに本市が指定する接続先ネット

ワークのＶＬＡＮの設定を行うこと。また、コントローラと通信するために必要となる管理用

ＶＬＡＮの設定を行うこと。 

 ト 接続先のＰｏＥスイッチとタグＶＬＡＮによる通信が可能となるために必要となる設定を

行うこと。 

 ナ 本市が指定するＳＳＩＤについて、接続を許可する端末のＭＡＣアドレスフィルタリング設

定を行うこと。 

 ニ ＳＳＩＤブロードキャストについて、無効にする設定を行うこと。 

 

６ コントローラの仕様 

 ア １，０００台以上のＡＰについて、設定情報、稼働状態の集中管理が可能であること。 

 イ ＡＰの一括設定変更が可能であること。 

 ウ ＡＰの死活監視が可能であること。 

 エ ＡＰのログ収集が可能であること。また、ログの保存期間が７年以上であること。 

 オ ＡＰの障害発生時に、メールによるアラート通知が可能であること。 

 カ ＡＰのファームウェアバージョンアップが可能であること。また、スケジュール設定による

ファームウェアバージョンアップが可能であること。 

 キ ＡＰの設定情報及びログ情報のバックアップが可能であること。 
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 ク 次の管理画面機能を有していること。 

 (ア)ウェブブラウザによる管理画面の操作が可能であること。管理画面は、日本語に対応し

ていること。 

 (イ)操作権限（設定変更権限、参照権限等）の設定が可能であること。 

 (ウ)ＡＰ別、ＳＳＩＤ別に、通信トラフィック（上り／下り）及び接続端末数のグラフ表示

が可能であること。 

 (エ)チャネル使用率のグラフ表示が可能であること。 

 (オ)電波干渉状態を５段階以上で表示が可能であること。 

 (カ)電波エリアのヒートマップ表示が可能であること。また、ヒートマップ上に接続端末数

の表示が可能であること。 

 

７ 認証装置の仕様 

 ア ＩＥＥＥ８０２．１ＸのＥＡＰ－ＴＬＳ認証方式により、無線ＬＡＮの認証を行うこと。 

 イ 前述アについて、証明書配布及び管理機能については、Ａｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ

証明書サービス（以下「ＡＤＣＳ」という。）を使用すること。また、認証機能については、

Ｗｉｎｄｏｗｓネットワークポリシーサーバ（以下「ＮＰＳ」という。）を使用すること。 

 ウ 前述イについて、ＡＤＣＳはサーバ１台の構成とすること。また、ＮＰＳはサーバ２台の冗

長化構成とすること。 

 エ 前述ウについて、ＣＰＵ４コア、メモリ１６ＧＢ、ディスク５００ＧＢのリソース範囲内で

あれば、Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒに限り、本市のＮｕｔａｎｉｘ仮想化基盤上の仮想マ

シンとして構築することを許可する。Ｎｕｔａｎｉｘ仮想化基盤上の仮想マシンとして構築す

る際は、本市が保有するＷｉｎｄｏｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ Ｄａｔａｃｅｎｔｅｒ（Ｗｉｎｄｏ

ｗｓ Ｓｅｒｖｅｒ ２０２２ Ｓｔａｎｄａｒｄｅ）のライセンスを使用してもよい。 

 オ 前述エについて、仮想マシンの作成及びＯＳのインストールを含め、サーバの構築に係る全

ての作業を行うこと。Ｎｕｔａｎｉｘ仮想化基盤上の仮想マシン作成手順等、作業に必要とな

るドキュメント類は、本市が用意する。 

 カ 証明書パラメータ、認証情報等は、既存のＡＤＣＳ及びＮＰＳの環境を移行すること。 

 キ 証明書について、本市が運用しているＡｃｔｉｖｅ Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙのグループポリシ

ーを使用して端末に配布するために必要となる設定を行うこと。 

 

８ バックアップ装置の仕様 

 ア コントローラ及び認証装置のバックアップイメージ（コンフィグファイル含む）の取得が可

能であること。 

 イ バックアップイメージは、物理又は仮想のハードディスク全体をシステム、アプリケーショ

ン、データ全てをバックアップし、保存可能であること。 

 ウ 障害等の際には、ＯＳを含めた全ての復元を、簡易な操作で一括処理可能であること。 

 エ バックアップジョブは、その他のジョブとスケジュールが重複しないよう、設定すること。 

 オ 専用のバックアップソフトウェアが必要な場合は、当該ソフトウェアのライセンスを本調達
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に含めること。 

 

９ ＵＰＳの仕様 

 ア コントローラ、ＡＤＣＳ及びＮＰＳの各機器の電源接続が可能な電源容量であること。ただ

し、前述７のエによりＮｕｔａｎｉｘ仮想化基盤上に構築した仮想マシンについては、電源接

続の対象外とする。 

 イ １０ＢＡＳＥ－Ｔ／１００ＢＡＳＥ－ＴＸ／１０００ＢＡＳＥ－Ｔのネットワークインタ

ーフェースを有していること。 

 

１０ 既存ネットワーク機器の設定変更作業の仕様 

 ア 本館及び総合センターに設置するＡＰについて、ＡＰから出力されるＳＳＩＤごとに、異な

るネットワークアドレスへの接続が可能となるよう、ＳＳＩＤに割り当てるＶＬＡＮ及びＡＰ

がコントローラと通信するために必要となる管理用ＶＬＡＮの設定を既存のネットワークス

イッチに行うこと。なお、各ＳＳＩＤに割り当てるＶＬＡＮ及びＡＰの管理用ＶＬＡＮは、Ａ

Ｐから既存のＬ３スイッチ（ゲ―トウェイ）までの通信経路で設定するものとする。 

 イ 前述アについて、設定対象の既存のネットワークスイッチは、別紙２「既存ネットワークス

イッチ一覧」に記載している機器とする。 

 ウ 前述アについて、ＶＬＡＮのポート設定（タグＶＬＡＮ、ポートＶＬＡＮ）については、別

途、本市が指示する。既存ネットワークスイッチの接続構成については、別紙２「既存ネット

ワークスイッチ一覧」を参照すること。 

 

１１ 庁外施設設置ＡＰの設定変更作業の仕様 

 ア 既存コントローラ（Ａｒｕｂａ ７２０５ Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）で管理している本市庁

外施設の既存ＡＰについて、ＡＰの管理モードをコントローラモードからＡＰ内蔵の仮想コン

トローラモードに変更すること。また、同一ネットワーク内に複数のＡＰが稼働している場合

は、１台のＡＰのみマスター仮想コントローラとなるよう設定変更を行うこと。なお、作業対

象ＡＰの設置施設、機種及び台数は、次のとおりである。 

施設名 所在地 機種 台数 

富田支所 高槻市富田町５丁目１７番１号 Ａｒｕｂａ ＡＰ－５１５ １ 

保健所 高槻市城東町５番７号 Ａｒｕｂａ ＡＰ－５１５ ６ 

総合保健福祉センター 高槻市城東町５番１号 Ａｒｕｂａ ＡＰ－５１５ ６ 

水道部庁舎 高槻市桃園町４番１５号 Ａｒｕｂａ ＡＰ－５０５ １１ 

浄水管理センター 高槻市西冠３丁目４７番１号 Ａｒｕｂａ ＡＰ－５０５ ５ 

 イ 本市が指定するＳＳＩＤの設定を行うこと。 

 ウ ＩＥＥＥ８０２．１ＸのＥＡＰ－ＴＬＳ認証方式により、無線ＬＡＮ端末の認証が可能とな

るよう、本調達範囲内のＮＰＳを認証サーバとして設定すること。 

 エ 前述アからウについて、作業の都合により、ＡＰを一時的に取り外す必要がある場合は、取

り外し及び再設置も含めて作業を行うこと。 
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 オ 前述アからウについて、設定変更作業に係るドキュメント（設定パラメータシート及び作業

手順書）を本市に提出すること。 

Ⅳ 納入ドキュメント一覧 

 本調達の範囲内を対象に以下の文書を紙媒体（ファイル格納、ラベル・インデックス貼付）２部

及び電子媒体２部、「無線ＬＡＮ環境構築のための準備作業期間」内に納入すること。 

項番 名称 必須要件 

１ 運用マニュアル 運用マニュアルは、製品添付の標準マニュアルそのもので代替

することや標準マニュアルの抜粋、標準マニュアルの該当ページ

を参照する方式のものは不可とし、全て納入者が本市の運用に即

した形で作成すること。その際、システム操作者が、目的とする

結果を得るまでの一連の必要作業が、操作者のスキルに依存せ

ず、円滑に実施可能である程度に平易であり、運用に必要な作業

全体が網羅されていること。 

なお、本市は運用マニュアルに従いシステム運用を行うため、

運用マニュアルに記載が無い操作については、全て保守作業とし

て納入者が運用を代行すること。 

２ 状態監視者（ヘルプ

デスク）用マニュア

ル 

基本的な状態確認作業（ランプの色確認等）については、本市の

状態監視者（ヘルプデスク）向けに専用マニュアルを提供するこ

と。 

３ 疎通動作チェックリ

スト 

復電後、本市によるシステム起動作業時や、システムメンテナン

ス作業後等に、必要なサービスが正常に提供できていることを確

認するためのチェックリストを作成すること。 

４ 標準マニュアル 製造元により提供される標準マニュアル。ただし、本市のシステ

ム運用上、不要と考えられる場合は納入の必要はないため、納入

者が事前に確認し、納入の要不要を本市と協議すること。 

５ ラック内機器設置図 ラック内の機器の搭載状態を示したもの 

６ 電源・ネットワーク

配線図 

電源及びネットワークケーブルについて、種別ごとに接続状態を

示したもの 

７ 基本設計書（方式設

計書） 

サイジング結果として、各システムへのリソース割り当てとそ

の根拠を示したもの。 

さらに、本調達仕様書に記載された主たる機能の実現方式につ

いて、その概要を示したもの。また、利用者やシステム運用に影

響がある重要な設計となる場合には、本市への説明及び本市から

の承認を得ること。その際、議事録を必ず残すこと。 

８ 詳細設計書（環境設

計書） 

利用者やシステム運用に影響がある重要な設定項目については、

デフォルト値を含む設定値の採用理由を記した設計書を作成し、

関連作業の開始までに本市への説明及び本市からの承認を得る

こと。その際、議事録を必ず残すこと。 
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９ パラメータシート 各システムに設定する値のうち重要な部分について、設定値を示

す。（庁外施設設置ＡＰの設定変更後パラメータシート含む） 

１０ テスト計画書 ①システムの単体テスト、②システムのその他システムとの組み

合わせたテスト、③本市職員が行う運用を想定したテストを行う

に当たり、テスト項目及び手法を示す。 

１１ テスト結果報告書・

エビデンス 

テスト結果及びテストに係るエビデンスを記載したもの。 

１２ 構成情報一覧表 ハードウェアの型番、ホスト名、ユーザＩＤ/パスワード、ＩＰ

アドレス、ＭＡＣアドレス情報 

１３ ＩＰアドレス管理表 本市のＩＰアドレス管理台帳への追記 

１４ 納入予定物品一覧 Ⅰ 調達全般 ４ 工程（概要） ア 参照 

１５ 全体スケジュール Ⅰ 調達全般 ４ 工程（概要） イ 参照 

１６ 進捗管理表、ＷＢＳ、

懸案事項、議事録等 

Ⅱ 機器納入及び運用に係る工程 ３ プロジェクト管理 参

照 

１７ ＳＬＡ報告書 本市から要請があった場合 

１８ 保守サービス一覧 ハードウェア保守の連絡先および、受付可能時間 

納入者の担当ＳＥ及び製造元等の窓口の連絡先 

１９ 仕様記載事項完了チ

ェックリスト 

本調達仕様書記載事項について、履行漏れや納入漏れが無いこと

を書面で確認したもの 

２０ その他 納入予定物品一覧、納入物品チェックリスト、ハードウェア仕様

書、プロジェクト計画書、スケジュール、納入者体制図、製造者

体制図、緊急時連絡先、プロジェクト状況報告会資料（懸案事項、

議事録）、庁外施設設置ＡＰの設定変更作業手順書等、本調達仕

様書に記載があるもの 

 

Ⅴ その他 

 ア 他の業者と連携・調整が必要となる場合、本市の承認を得た上で、相互に協調を保ち、作業

の便宜と進捗を図ること。また、事業者間で打ち合わせ等を行った場合、その内容は議事録と

して記録し、速やかに本市に報告すること。本市の施設等に出入りする場合は、本市に事前に

連絡し、承認を得ること。また、施設等の出入りに当たっては、本市の指示に従うこと。 

 イ 設計やサイジング不良に起因するシステム不具合や処理性能不足、運用トラブル等、円滑な

システム運用に支障をきたす事態が発生した場合、又は発生が予測される状態となっている場

合は、無償で改良若しくは機器交換すること。その際、不具合部分が特定できない場合はシス

テム全体を対象とすること。 

 ウ 設計書・マニュアル等の納品物が、要求する水準に達していないと本市が判断する場合は、

要求する水準に達するまで無償で改良すること。 

 エ 契約終了後の本調達範囲内の全ての装置・機器について、記憶領域のデータが復元できない

ように、全記憶領域への上書き処理による論理消去若しくは物理破壊又はその両方を庁内にて
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行ったのち撤去すること。また、当作業に関する報告書を提出すること。なお、撤去に係る費

用について、本市は一切負担しない。 

 オ 本市が貸与する物品、資料等については、納入者の責任において適切に管理し、取扱いに注

意すること。 

 カ 本業務遂行中に知り得た秘密事項について、いかなる理由があっても他に漏らさないこと。

また、成果物（業務の過程で得られた記録等を含む。）を本市の許可なく第三者に閲覧、複写、

貸与又は譲渡しないこと。本システムに関する契約期間中及び終了後についても同様とする。 

 キ 契約期間終了の直前等、本調達範囲内の機器について、次期システムへの移行のためのデー

タを本市が必要とする場合は、本市が指定する形式、対象範囲及び時期に抽出処理を行い、本

市に提出するとともに、円滑に移行が行えるよう情報提供等の協力を行うこと。なお、いずれ

の場合においても無償で行うこと。 
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